
A会場 (粒子状物質1 (分析・測定手法) / 粒子状物質2 (現象解明・事例解析))

座長: 早崎 将光 (日本自動車研究所)

1A0945
日本西部の農村部と都市部の大気汚染物質の長

距離輸送の影響

◯PHAM Kim Oanh (Asia Center for Atmospheric Pollution 
Research/Kanazawa University), HARA Akinori, ZHAO 
JiaYe (Kanazawa University), MATSUZAKI Hiroshi, 
ODAJIMA Hiroshi (Fukuoka National Hospital), 
HAYAKAWA Kazuichi, NAKAMURA Hiroyuki

(Kanazawa University) 

1A1000
都市環境における大気中降下ばいじんからのマ

イクロプラスチックの検出

◯中尾 賢志, 秋田 耕佑, 浅川 大地, 船坂 邦弘 (大阪市立

環境科学研究センター), 尾﨑 麻子 (大阪健康安全基盤

研究所), 桝元 慶子 (大阪公立大), 奥田 哲士 (龍谷大)

1A1015 道路沿道における大気磁性粒子の特徴

◯米持 真一 (埼玉県環境科学国際セ), 城 裕樹 (さいた

ま市健康科学研究セ), 大河内 博 (早稲田大), 佐坂 公規

(埼玉県環境科学国際セ), 曽根 倫成, 杉山 敦史 (吉野電

化工業), 呂 森林, 胡 雪峰 (上海大)

1A1030
2020年夏季に沖縄および長崎に飛来した西之島

火山起源の粒子の物理化学特性

◯中山 智喜, 原田 龍 (長崎大), 前田 卓磨 (長崎大/長崎

県), 新垣 雄光, 山田 広幸 (琉球大), 池盛 文数 (名古屋

市), 坪木 和久 (名古屋大)

座長: 伏見 暁洋 (国立環境研究所)

1A1045
2020年春季の福岡市におけるPM高濃度日の事例

報告

◯吉野 彩子, 高見 昭憲, 清水 厚, 佐藤 圭 (国立環境研究

所), 早川 和一, 唐 寧, 中村 裕之, 原 章規 (金沢大), 小田

嶋 博 (福岡病院)

1A1100

日本における大気汚染物質のバックグラウンド

モニタリングサイト福江島と能登半島の比較 ー

2020-2021年のPM2.5と多環芳香族炭化水素類 ー

◯早川 和一, 中村 裕之 (金沢大), 高見 昭憲 (国環研), 小

田嶋 博 (福岡病院)

1A1115
北海道におけるPM2.5中バイオマス燃焼由来物

質の挙動
◯大塚 英幸, 芥川 智子 (北海道立総合研)

1A1130
大阪府内におけるPM2.5成分の10年間の濃度変

化及びPMF法を用いた発生源の影響評価

◯西村 理恵 (大阪環農水研), 浅川 大地 (大阪市環科研),

武田 知也, 中戸 靖子 (大阪環農水研)

1A1145 SPM時間値に関するデータマイニングの試み
◯竹内 淨, 秋山 真央, 佐々木 秀平, 神代 裕一郎 (高千穂

大)

B会場 (VOC / 有害化学物質 / 反応)

座長: 熊谷 貴美代 (群馬県衛生環境研究所)

一般研究発表プログラム
口頭発表の講演番号の1桁目は講演日、次の桁が会場名、最後の4桁は開始時刻を表しています。

演者の氏名の前に○を付しています。

（発表申込時の情報を基に作成していますので、講演要旨の内容と一致しない場合があります。

また、発表申込〆切 (6/12) 後に修正された情報については、反映されていない場合があります。）

＜第１日目　９月１４日（水）　午前＞



1B0945
埼玉県で測定されたVOC成分の長期トレンドの

構造解析

◯大原 利眞, 市川 有二郎, 佐坂 公規 (埼玉県環境科学

国際センター)

1B1000
高時間分解測定に基づく短寿命BVOCの実態把

握

◯市川 有二郎 (埼玉県環境科学国際センター), 野尻 喜

好 (埼玉県環境検査研究協会), 佐坂 公規 (埼玉県環境科

学国際センター)

1B1015

常時監視データを用いた関東地域のバックグラ

ウンド地点の検討と伊豆大島におけるバックグ

ラウンドVOC濃度の観測

◯星 純也, 橳島 智恵子, 齊藤 伸治 (東京都環境科学研

究所)

1B1030
夏季における都内大気環境中のエタノール等

VOC多成分調査

◯橳島 智恵子, 星 純也, 高橋 和清, 永妻 はな子 (東京都

環境科学研究所)

座長: 奥村 智憲 (大阪府立環境農林水産総合研究所)

1B1045
首都圏市街地からの植物起源VOC放出の影響評

価

◯國分 優孝, 高橋 和清, 星 純也 (都環研), 谷 晃 (静岡県

立大)

1B1100 ヤシ科の葉切片を用いたイソプレン測定 ◯張 庭維, 岡本 啓志, 谷 晃 (静岡県立大)

1B1115
植物によるVOC吸収モデルの開発と複数の植物

種の顕微鏡画像を用いた葉内抵抗の比較
◯山根 水月, 谷 晃 (静岡県立大)

1B1130
福岡市における有害大気汚染物質モニタリング

調査結果の解析

◯副田 大介, 中島 亜矢子, 島田 友梨 (福岡市保健環境

研究所)

1B1145

イソプレン由来の反応中間体化合物と二酸化硫

黄の化学反応に起因する微小粒子状物質の生成

と大気質への影響

◯秦 寛夫 (産総研), 星野 翔麻 (東京理科大), 藤田 道也,

戸野倉 賢一 (東京大)

C会場 (若手・学生セッション1)

座長: 浅川 大地 (大阪市立環境科学研究センター)

1C0930
群馬県における光化学オキシダントとの関連に

着目した揮発性有機化合物観測調査

◯坂本 祥一, 熊谷 貴美代, 田子 博 (群馬県衛生環境研

究所)

1C0941
群馬県伊勢崎市における浮遊粒子状物質（SPM）の
挙動

◯曽 路喬, 鈴木 路子 (東京福祉大学), 神宮 直人 (グ

リーンブルー)

1C0952
大阪府における重回帰分析モデルによる粒子状

物質の濃度予測

◯松本 真弥, 石上 理恵, 平田 悠人, 嶋津 治希 (近畿大

学)

1C1003
石炭・バイオマス混合ガス化由来タール中の

PAHsの毒性評価
◯王 イセイ, 王 青躍 (埼玉大)

1C1014 さいたま市における秋季花粉の飛散挙動の調査 ◯齊藤 悠真, 王 青躍, 王 イセイ (埼玉大)



1C1025
大気中マイクロプラスチックの起源・動態・健

康影響（6）:雲水中マイクロプラスチック

◯王 一澤, 大河内 博, 吉田 昇永, 速水 洋 (早稲田大), 竹

内 政樹 (徳島大), 反町 篤行 (東洋大), 藤井 佑介, 竹中

規訓 (大阪公立大), 山口 高志 (北海道立総合研), 勝見

尚也 (石川県立大), 松木 篤 (金沢大), 梶野 瑞王, 足立 光

司 (気象研), 石原 康宏, 岩本 洋子 (広島大), 新居田 恭弘

(パーキンエルマージャパン)

座長: 関口 和彦 (埼玉大学)

1C1036
大気中マイクロプラスチック調査手法確立のた

めの基礎的研究

◯佐々木 博行 (ACAP), 松谷 亮 (新潟県), 二見 真理

(ACAP), 遠藤 智美, 平野 瑞歩 (JESC), 髙橋 司 (新潟県)

1C1047
大阪における全大気降下物中に含まれるマイク

ロプラスチックの測定

◯北野 洸太朗 (大阪公立大), 稲次 由香莉 (大阪府立大),

藤井 佑介, 竹中 規訓 (大阪公立大), 吉田 昇永, 谷 悠人,

大河内 博 (早稲田大), 新居田 恭弘 (パーキンエルマー

ジャパン)

1C1058
A comprehensive study of PM2.5 in Ho Chi Minh

City, Vietnam

◯TRAN Thi Minh Ngoc (Osaka Prefecture University),

FUJII Yusukei (Osaka Metropolitan University), HIEN To

Thi, MINH Tran Hoang (Vietnam National University),

TAKENAKA Norimichi (Osaka Metropolitan University).

1C1109
金沢市の住宅室内における多環芳香族炭化水素

の汚染特徴及び影響因子

◯ちょう せん, 張 昊, おう えん, ばい ほうそ (金沢大),

張 露露 (湖北工業大/金沢大), 唐 寧 (金沢大)

1C1120
コロナ禍におけるバングラデシュ・ダッカの

PM2.5中のアンモニウムイオンの発生源の変化

◯加藤 累, 川島 洋人 (秋田県立大), JOY Khaled

Shaifullah, FARAH Jeba, SALAM Abdus (ダッカ大)

座長: 中村 篤博 (日本大学)

1C1131 中国瀋陽における大気汚染の長期変動解析

◯ZHANG Hao, ZHANG Xuan, WANG Yan, BAI Pengchu

(Kanazawa University), ZHANG Lulu (Hubei University of

Technology/Kanazawa University), HAN Chong

(Northeastern University), WANG Qimin, SUN Zhuolun,

CAI Yunping (Shenyang Institute of Engineering), NAGAO

Seiya, TANG Ning (Kanazawa University)

1C1142
室内光照射下における二酸化塩素ガスからの

SOA生成とその含有成分の調査
◯堂畑 幸太郎, 関口 和彦 (埼玉大)

1C1153 凍結濃縮反応による臭素の生成と放出
◯越口 蒼士 (大阪公立大), 中西 皓哉 (大阪府立大), 竹

中 規訓, 藤井 佑介 (大阪公立大)

1C1204
給油時燃料蒸発ガスのリアルタイム排出流量計

測
◯山本 紘平, 山田 裕之 (東京電機大)

1C1215
キャニスターGC-MSのループインジェクターと

しての応用

◯林 啓人 (大阪工業大), 板野 泰之 (大阪市環境科学研

究センター), 藤森 啓一 (大阪工業大)

D会場 (若手・学生セッション2)

座長: 荒木 真 (大阪大学)



1D0930
スギの細根から放出される有機炭素の滲出速度

と光合成速度の関係

◯玉置 美聡, 田中 亮志, 伊豆田 猛, 渡辺 誠 (東京農工

大)

1D0941
樹液流の計測に基づくコナラ林とスギ林のオゾ

ン吸収量の推定

◯田中 亮志, 松田 和秀, 伊豆田 猛, 渡辺 誠 (東京農工

大)

1D0952
大気－森林間のアンモニア交換：林上および林

床における濃度勾配観測(2)

◯松本 涼太, 徐 懋 (東京農工大), 佐瀨 裕之 (アジア大

気汚染研究センター), 反町 篤行 (東洋大), 松田 和秀

(東京農工大)

1D1003
キャノピー濃度勾配法を用いた森林におけるオ

ゾンフラックス測定手法の開発（2）

◯山崎 萌香, 渡辺 誠 (東京農工大), 高木 健太郎 (北海

道大), 松田 和秀 (東京農工大)

1D1014 富士山頂の夏季におけるCO, O3濃度の長期観測

◯矢田 茂久, 加藤 俊吾 (東京都立大), 和田 龍一 (帝京

科学大), 大河内 博 (早稲田大), 三浦 和彦 (東京理科大/

富士山環境研究センター), 土器屋 由紀子 (富士山環境

研究センター), 鴨川 仁 (静岡県立大)

1D1025
能登半島珠洲における大気汚染物質の経年変動

解析

◯大西 佑樹 (大阪公立大), 松木 篤 (金沢大), 佐藤 啓市

(アジア大気汚染研究センター), 椎木 弘, 定永 靖宗 (大

阪公立大)

座長: 森川 多津子 (日本自動車研究所)

1D1036
地表面観測データにおける降水量とPM2.5の関

係
◯藤野 梨紗子, 宮本 佳明 (慶應義塾大)

1D1047
大阪府堺市の中心部におけるNO2フラックスの変動
解明に関する渦相関観測

◯岡村 沙南, 植山 雅仁 (大阪公立大), 高橋 けんし (京

都大)

1D1058

長期大気質シミュレーションに基づく関西・関

東地方のオゾン経年変化要因の解析：気象経年

変化の影響

◯前川 哲平, 嶋寺 光 (大阪大), 茶谷 聡 (国環研), 荒木

真, 松尾 智仁, 近藤 明 (大阪大)

1D1109
Sulfur trackingモデルを用いた船舶燃料油硫黄分

規制強化による瀬戸内地域の大気質変化の評価

◯平井 賢治, 嶋寺 光, 荒木 真 (大阪大), 櫻井 達也 (明星

大), 茶谷 聡 (国環研), 速水 洋 (早稲田大), 板橋 秀一 (電

中研), 松尾 智仁, 近藤 明 (大阪大)

1D1120
簡易センサーを用いた沿道大気質の時空間変動

測定データによるCFDモデルの再現性評価

◯中川 雅也, 高倉 悠太郎, 松尾 智仁, 嶋寺 光, 近藤 明

(大阪大)

座長: 櫻井 達也 (明星大学)

1D1131

大気質モデルを用いたインドシナ諸国における

PM2.5汚染に対する人為発生源部門別寄与の解

析

◯李 安琪, 嶋寺 光, LUONG Viet Mui, 松尾 智仁, 近藤

明 (大阪大)

1D1142
大気質モデルを用いたインドにおける発生源部

門別の地域・越境PM2.5汚染に対する寄与評価
◯北川 侑樹, 嶋寺 光, 松尾 智仁, 近藤 明 (大阪大)

1D1153

大気質モデルを用いた東南アジアにおける

PM2.5汚染に対する屋外バイオマス燃焼寄与の

解析

◯望月 大地, 嶋寺 光, LUONG Viet Mui, 松尾 智仁, 近藤

明 (大阪大)



1D1204
大気質モデルを用いた日本における硝酸塩の動

態に対する海塩粒子・土壌性ダストの影響評価

◯小森 直哉, 嶋寺 光 (大阪大学), 高見 京平 (KANSOテ

クノス), 松尾 智仁, 近藤 明 (大阪大学)

1D1215
「平成26年8月豪雨」を対象とした気象シミュ

レーションにおける海面水温に対する感度解析
◯藤原 梨花, 嶋寺 光, 松尾 智仁, 近藤 明 (大阪大)



P-001
熱分解-CAPS法による総窒素酸化物測定装置の

開発
◯鶴丸 央 (東京都環境科学研究所)

P-002

オゾン生成に対する自然エミッションとエアロ

ゾルによるHO2/RO2取り込みの影響ーー2020年

京都における夏季観測を例として

◯黎 珈汝 (京都大/国環研), 河野 七瀬 (近畿大), 坂本 陽介

(京都大/国環研), 村野 健太郎 (京都大), 佐藤 圭 (国環研),

中山 智喜 (長崎大), 梶井 克純 (京都大/国環研)

P-003
富山県上空における過酸化水素およびホルムア

ルデヒド濃度の測定

◯渡辺 幸一, 長村 遥, 茶谷 通世, 三辻 奈波, 牧 ちさと, 中

西 彩水, 千村 勘二 (富山県立大)

P-004
全国における近年の光化学オキシダント経年変

化傾向

◯熊谷 貴美代, 坂本 祥一, 田子 博 (群馬県衛生環境研究

所), 高取 惇哉 (滋賀県琵琶湖環境科学研究センター), 菅田

誠治 (国立環境研究所)

P-005
島根県における光化学オキシダント生成に関わ

るVOCs及びアルデヒド類調査

◯江角 敏明, 倉橋 雅宗, 小原 幸敏, 草刈 崇志 (島根県保健

環境科学研究所)

P-006
千葉県における光化学オキシダントの濃度推移

と特徴
◯根本 創紀 (千葉県環境研究センター)

P-007# 都市域における有機硝酸の連続観測

◯塩路 貴大 (大阪公立大), 大原 和 (大阪府立大), 松本 淳

(早稲田大), 猪俣 敏, 谷本 浩志 (国立環境研), 加藤 俊吾 (東

京都立大), 椎木 弘, 定永 靖宗 (大阪公立大)

P-008#
2020 年夏季京都市内におけるオゾン生成レジー

ムの実測による評価

◯村岡 達也, 定永 靖宗 (大阪公立大), 野尻 亮太, 大原 和

(大阪府立大), 河野 七瀬 (近畿大/京都大), 黎 珈汝 (京都大),

坂本 陽介 (京都大/国立環境研), 中嶋 吉弘 (東京農工大), 佐

藤 圭 (国立環境研), 加藤 俊吾 (東京都立大), 中山 智喜 (長

崎大), 松岡 雅也, 椎木 弘 (大阪公立大), 梶井 克純 (京都大/

国立環境研)

P-009
機械学習を用いた光化学Ox対策検討のための

CMAQ代理モデル構築の試み
◯冨田 幸佳, 森川 多津子, 伊藤 晃佳 (日本自動車研究所)

P-010#
広域大気輸送モデルを用いた光化学オゾン生成

の前駆物質としての芳香族化合物の解析

◯伊藤 光一 (東京大), 秦 寛夫, 井上 和也 (産総研), 戸野倉

賢一 (東京大)

P-011#

大気シミュレーションを用いた2050年のO3及び

PM2.5の濃度に対する国内発生源・越境輸送の

感度解析

◯山田谷 佳明 (茨城大), 林 健太郎 (東京電機大), 森川 多津

子 (日本自動車研究所), 山田 裕之 (東京電機大), 田中 光太

郎 (茨城大), 岡山 紳一郎 (日産自動車), 柴田 芳昭 (大気環

境総合センター), 渡辺 宏江 (日産自動車), 木所 徹 (トヨタ

自動車)

P-012
畜舎から排出される揮発性有機化合物の除去技

術の開発 (2)

◯相澤 有香, 宮崎 あかね (日本女子大), 黒田 久雄 (茨城

大), 田中 伸幸 (電力中央研究所)

P-013 埼玉県内における近年の大気中VOCの動向(2) ◯佐坂 公規, 市川 有二郎 (埼玉県環境科学国際センター)

会場：学術交流会館、コアタイム：13:00-14:15 (奇数番号) / 14:15-15:30 (偶数番号)

            ポスター発表の講演番号は"P-"に続いて3桁の通し番号で表しています。

            演者の氏名の前に○を付しています。

            #印は、若手・学生ポスター賞の審査対象であることを示します。

ポスター発表  ＜第１日目　９月１４日（水）　午後＞



P-014

農業生産工程管理（GAP）認証に向けた取り組

みが畜産に由来する揮発性有機化合物の排出量

や組成に与える影響

◯田中 伸幸 (電力中央研究所), 相澤 有香, 宮崎 あかね (日

本女子大)

P-015
老人ホーム個室における居住者及びスタッフの

行動が室内空気質に与える影響

◯田中 伸幸 (電力中央研究所), 撫中 達司 (東海大), 服部 俊

一, 岩松 俊哉, 三浦 輝久, 堤 富士雄 (電力中央研究所)

P-016
ICP-MS/MSによる大気中UFPに含まれる無機元

素成分分析の基礎的検討
◯岩山 直樹, 宝輪 勲, 星野 健太郎 (静環検査センター)

P-017
タイヤ摩耗粉塵のリアルタイム計測法の開発 第

2報
◯利根川 義男 (日本自動車研究所)

P-018# FIB-ToF-SIMSを用いた肺胞沈着DEPの成分分析
◯土田 翔慶, 加藤 望亜, 伊勢 麻奈美, 黒松 聖冬, 友綱 隼,

森田 真人, 坂本 哲夫 (工学院大)

P-019#
大気中マイクロプラスチック分析における前処

理の迅速化

◯樫本 真央, 松田 絵里奈, 木下 京輔, 竹田 大登, 水口 仁志

(徳島大), 谷 悠人, 大河内 博 (早稲田大), 田中 秀治, 竹内 政

樹 (徳島大)

P-020#
大気中マイクロプラスチック分析におけるGPC-

FTIR法適用の検討
◯小池 洋平, 亀田 貴之 (京都大)

P-021
光散乱式PM測定法への環境影響 -季節と周辺環

境-
◯山田 裕之, 野口 翔太, 田邉 徹 (東京電機大)

P-022
PM2.5自動測定機テープろ紙の手分析による

PM2.5成分1時間値を用いた成分変動解析

◯弓場 彬江 (ACAP), 高橋 克行 (JESC), 吉村 有史 (JESC),

柴崎 みはる (JESC), PHAN Kim Onah (ACAP), 佐藤 啓市

(ACAP)

P-023
大気中の有機化合物捕集に適した新規オゾンデ

ニューダーの開発

◯浅川 大地 (大阪市環科研), 中村 実沙子 (大阪健康安全基

盤研)

P-024#
2種類の連続型PM2.5個人曝露測定器の比較検討

試験
◯三浦 里佳, 中井 里史 (横浜国立大)

P-025
新潟市郊外におけるPM2.5中のシュウ酸濃度の

特徴

◯桃井 拓也, 佐藤 啓市, 霍 銘群, 弓場 彬江, 二見 真理 (ア

ジア大気汚染研究センター), 高橋 司 (保環研), 箕浦 宏明

(アジア大気汚染研究センター/名古屋商科大学)

P-026
関東甲信静におけるPM2.5のキャラクタリゼー

ション（第13報）

◯長谷川 就一 (埼玉県環境科学国際センター), 関東地方

大気環境対策推進連絡会微小粒子状物質・光化学オキシ

ダント調査会議

P-027
状態空間モデルを用いたPM2.5濃度変動解析と

誤差推定
◯福島 聡 (山陽小野田市立山口東京理科大学)

P-028
新潟市におけるPM2.5有機指標成分の特徴と

PMFモデルによる発生源寄与解析

◯髙橋 司 (新潟県保健環境科学研究所), 佐藤 啓市, 霍 銘

群 (アジア大気汚染研究センター), 箕浦 宏明 (名古屋商科

大), 弓場 彬江, 二見 真理, 桃井 拓也, 桐山 悠祐 (アジア大

気汚染研究センター), 中田 誠 (新潟大)

P-029#
都市大気および自由対流圏大気中PM2.5および

PM1の質量濃度と化学組成の特徴(2)

◯周 雪婷, 井田 亮汰, 村田 克, 久保田 裕仁, 大河内 博 (早

稲田大), 米持 真一 (埼玉県環境科学国際センター)



P-030
気温逆転層形成時の地上近傍におけるPM2.5・

O3鉛直分布
◯早崎 将光, 伊藤 晃佳 (日本自動車研)

P-031

低温環境におけるガソリン自動車排出ガスを導

入した光化学スモッグチャンバー内のPMとPN

の比較

◯萩野 浩之, 内田 里沙 (自動車研)

P-032
2021年に観測された沿道・市街地におけるナノ

粒子個数の濃度変動特性
◯萩野 浩之, 森川 多津子, 早崎 将光 (自動車研)

P-033
東京都におけるPM2.5中無機元素成分－2019、

2020年夏季の比較－

◯釜谷 光保, 齊藤 伸治, 東野 和雄 (東京都環境科学研究

所)

P-034
秋季の神奈川県における大気エアロゾル中の有

機態窒素
◯中村 篤博 (日本大学)

P-035
劣化したスレート波板からのアスベスト飛散実

態について

◯板野 泰之, 酒井 護, 中尾 賢志, 花田 拓也 (大阪市立環境

科学研究センター)

P-036#
インパクタ付きフィルターパック法による

PM2.5中無機元素の解析事例

◯佐々木 博行 (アジア大気汚染研究センター), 家合 浩明

(新潟県)

P-037# 2021年黄砂飛来時のSPMデータ解析 ◯秋山 真央, 佐々木 秀平, 神代 裕一郎, 竹内 淨 (高千穂大)

P-038#
大気中マイクロプラスチックの起源・動態・健

康影響（5）

◯谷 悠人, 大河内 博, 吉田 昇永, 速水 洋 (早稲田大), 竹内

政樹, 樫本 真央 (徳島大), 反町 篤行 (東洋大), 藤井 佑介, 竹

中 規訓, 北野 洸太朗 (大阪公大), 山口 高志 (北海道立総合

研究機構), 勝見 尚也 (石川県大), 松木 篤 (金沢大), 梶野 瑞

王, 足立 光司 (気象研), 石原 康宏, 岩本 洋子 (広島大), 新居

田 恭弘 (パーキンエルマー)

P-039#
森林由来一次・二次有機エアロゾルの動態と豪

雨形成に及ぼす影響 (4)

◯篠崎 大樹, 大河内 博, 速水 洋 (早稲田大), 加藤 俊吾 (東

京都立大), 和田 龍一 (帝京科学大), 勝見 尚也 (石川県立

大), 松木 篤 (金沢大)

P-040#
大気中フミン様物質の動態・起源・環境リスク

に関する研究 (5)

◯篠原 和将, 大河内 博, 速水 洋 (早稲田大), 勝見 尚也 (石

川県大), 松木 篤 (金沢大)

P-041#

カンボジア・シェムリアップ―アンコール地域

における大気汚染と熱帯性豪雨の化学組成に及

ぼす影響（3）

◯石川 翔, 大河内 博, 梶川 友貴 (早稲田大), 島田 幸治郎

(早稲田大/琉球大), 長谷川 朝香, 篠崎 大樹, 篠原 和将, 内田

悦生, 中川 武 (早稲田大), 中野 孝教 (地球研), 松井 敏也 (筑

波大), 石塚 充雅 (JASA), 荒井 豊明 (トランステック), 宇田

川 智 (東京ダイレック), PHORSDA Phul, LAY Poty, HANG

Peou (アプサラ機構)

P-042

シンガポールにおける大気中多環芳香族炭化水

素及びニトロ多環芳香族炭化水素の汚染特徴と

リスク評価

◯王 琰, ZHANG Hao, ZHANG Xuan, BAI Pengchu

(Kanazawa University), ZHANG Lulu (Hubei University of

Technology/Kanazawa University), POINTING Stephen Brian

(National University of Singapore), NAGAO Seiya, TANG Ning

(Kanazawa University)

P-043
黄砂飛来時に輪島で観測された大気中水溶性イ

オンの濃度と組成変化

◯BAI Pengchu, ZHANG Hao, ZHANG Xuan, WANG Yan

(Kanazawa University), ZHANG Lulu (Hubei University of

Technology/Kanazawa University), NAGAO Seiya (Kanazawa

University), CHEN Bin (Chinese Academy of Sciences), TANG

Ning (Kanazawa University)



P-044
瀬戸内海離島における小型測定器を用いた微小

粒子状物質解析

◯伊藤 武志, 益崎 智成, 野口 隆, 谷口 太陽, 大根田 浩久

(弓削商船高専), 岡本 渉, 山崎 高幸, 松見 豊 (名古屋大)

P-045
ベトナムハノイ道路近傍におけるPM0.1、PM2.5

中化学成分の季節変動と粒子成長
◯黒土 優太, Truong Thi Huyen, 関口 和彦 (埼玉大)

P-046
山岳域における霧水および積雪中の化学成分の

特徴

◯渡辺 幸一, 中西 彩水, 牧 ちさと, 三辻 奈波, 茶谷 通世,

増田 竜之, 森藤 孝太朗 (富山県立大)

P-047 全国酸性雨調査 (115) ―湿性沈着―

◯久恒 邦裕 (名古屋市環境科学調査センター), 豊岡 久美

子 (茨城県霞ケ浦環境科学センター), 加藤 真美 (石川県保

健環境センター), 大原 真由美 (大気環境学会中国四国支

部)

P-048
全国酸性雨調査(116)－乾性沈着(フィルターパッ

ク法による粒子･ガス成分濃度)－

◯宮崎 康平 (福岡県保環研), 藤井 未希 (島根県保環研), 横

田 哲郎 (長崎県環保研), 藍川 昌秀 (北九市大), 向井 人史

(国環研)

P-049
全国酸性雨調査(117)-大気中アンモニア濃度低下

傾向について-

◯山口 高志 (北海道立総合研究機構), 渡邊 一史 (山形県環

境科学研究センター), 村野 健太郎, 徳地 直子 (京都大), 弓

場 彬江 (アジア大気汚染研究センター)

P-050
全国酸性雨調査(118)　－乾性沈着（沈着量の推

計）－

◯家合 浩明 (新潟県保健環境科学研究所), 岩永 恵 (山口県

環境保健センター), 松田 和秀 (東京農工大), 工平 晴俊, 武

蔵 沙織, 風見 千夏 (千葉市環境保健研究所)

P-051# 日本に強酸性降水をもたらす気塊の流入経路
◯加藤 悠平 (新潟大), 大泉 毅, 佐瀨 裕之 (アジア大気汚染

研究センター), 中田 誠 (新潟大)

P-052
北海道の積雪中の大気汚染成分蓄積量変化

（1988-2021年）

◯山口 高志, 野口 泉, 丹羽 忍 (北海道立総合研究機構), 小

南 靖弘 (農業・食品技術総合研究機構), 岡田 啓嗣 (北海道

大), 木村 賢人 (帯広畜産大)

P-053#
富士山麓におけるドローン採取による単一雲滴

中の硫酸塩定量

◯神谷 祐翔, 南齋 勉 (静理工大), 山本 祐志 (グリーンブ

ルー), 大河内 博 (早稲田大)

P-054#
単一雨滴中の硫酸塩分析による雨雲成長過程の

検討
◯古田 歩夢, 白倉 将貴, 南齋 勉 (静理工大)

P-055#
PVAハイドロゲルを用いた単一雨滴中の硝酸塩

分析手法の開発
◯表田 健臣, 小土橋 陽平, 南齋 勉 (静理工大)

P-056#
富士山頂と富士山5合目太郎坊におけるNO、

NO2、NOy濃度の計測

◯佐藤 颯人, 和田 龍一 (帝京科学大), 定永 靖宗 (大阪府立

大), 加藤 俊吾 (東京都立大), 大河内 博 (早稲田大), 森 樹大

(東京大), 三浦 和彦 (東京理科大/富士山環境研究セ), 小林

拓 (山梨大), 鴨川 仁 (静岡県立大), 皆巳 幸也 (石川県立大),

松見 豊 (名古屋大), 梶野 瑞王 (気象研), 松本 淳 (早稲田

大), 米村 正一郎 (県立広島大), 速水 洋 (早稲田大), 畠山 史

郎 (アジア大気汚染研究セ)

P-057#
首都圏近郊山間部森林域における渓流水の化学

特性と大気沈着の影響評価（7）

◯浅見 匠洋, 大河内 博, 速水 洋 (早稲田大), 井川 学 (神奈

川大), 山田 佳裕 (香川大学), 佐瀨 裕之, 諸橋 将雪 (アジア

大気汚染研究センター), 中野 孝教 (総合地球環境学研究

所)

P-058
アスベスト対策を目的とした解体工事立入計画

への指導履歴活用の試み

◯豊永 悟史 (熊本県保健環境科学研究所), 古澤 尚英 (熊本

県人吉保健所), 中島 尚哉, 山形 卓 (熊本県環境生活部)



P-059

大阪府における大気粉じん中の六価クロム化合

物のモニタリング結果と測定方法の誤差要因に

ついて

◯武田 知也, 塩釜 誠, 西村 理恵 (大阪府環農水研)

P-060#
都市大気中および雨水中農薬の実態解明と個人

暴露評価のためのウェラブルサンプラーの開発

◯駒場 啓祐, 大河内 博 (早稲田大), 鈴木 美成 (国立医薬品

食品衛生研究所), 川嶋 文人 (愛媛大)

P-061#
パーソナルケア商品中のマイクロカプセルの同

定と健康・環境影響評価（3）

◯藤川 真智子, 大河内 博, 石川 翔, 駒場 啓祐, 原 圭一, 高

木 牧子 (早稲田大), 宮川 慎司 (万生マーケティング), 新居

田 恭弘 (パーキンエルマージャパン)

P-062
兵庫県尼崎市における一般家屋内外の粒子状物

質およびオゾン濃度

◯余田 佳子 (兵庫医科大), 二村 綾美, 大下 佳恵, 高石 豊

(兵庫県環境研究センター), 蓮沼 英樹, 島 正之 (兵庫医科

大/エコチル調査兵庫ユニットセンター)

P-063# 路面からの再浮遊粒子中の化学組成の相関 ◯入鹿 拓海, 工藤 慎治 (滋賀県大)

P-064
福島県における大気中のメタン濃度の変動につ

いて
◯蛭田 真史, 大竹 俊史, 國井 芳彦 (福島県環境創造セ)

P-065
船舶燃料油硫黄分規制強化に伴うSO2及び硫酸

塩の濃度変化

◯吉村 有史, 遠藤 智美, 高橋 克行 (日本環境衛生セン

ター)

P-066

化学輸送モデルと双方向フラックスモデルを用

いた東アジアの施肥由来NH3排出量の推計と既

存インベントリとの比較

◯桐山 悠祐, 黒川 純一, 佐藤 啓市 (ACAP)

P-067
能登及び福江におけるPM2.5及びBCの越境輸送

の経年変動

◯猪股 弥生, 松木 篤 (金沢大), 梶野 瑞王 (気象研), 千木良

祐貴 (金沢大), 兼保 直樹 (産総研), 瀬戸 章文 (金沢大)

P-068#
中国における大気汚染状況及び大気質モデルの

再現性に関する研究

◯中島 佑太, 林 正源, 櫻井 達也 (明星大), 茶谷 聡 (国立環

境研究所)

P-069 東アジアのPM2.5成分による健康への影響 ◯霍 銘群, 山下 研, 佐藤 啓市 (ACAP)

P-070#
台風時における大気エアロゾル中の海塩粒子に

関する研究
◯蔵元 里佐子, 平安 瞳, 知念 夢乃, 新垣 雄光 (琉球大)

P-071
EANET 分析機関間比較調査におけるカルシウム

イオン分析誤差の発生要因の検討

◯二見 真理, 弓場 彬江, 桐山 悠祐, 佐々木 博行, 大泉 毅,

佐藤 啓市 (ACAP)

P-072
ブレーキ粉塵の健康影響評価に適したモデル動

物の検討

◯細谷 純一, 萩野 浩之, 森川 多津子, 伊藤 剛 (日本自動車

研究所)

P-073
ディーゼル排気粒子抽出物のin vitro毒性プロ

ファイリング
◯鈴木 剛, 道中 智恵子, 古山 昭子, 藤谷 雄二 (国環研)

P-074
生活日用品中マイクロカプセルの細胞有害性評

価に向けた検討

◯杉岡 知樹 (慶應大), 岩田 歩 (慶應大/気象研究所), 奥田

知明 (慶應大)



P-075
A549細胞への大気粒子の曝露による遺伝子発現の

RT-qPCR 解析
◯齊藤 響, 岡本 拓真, 奥田 知明 (慶應大)

P-076#
抗がん剤治療による嗅覚異常と化学物質過敏症

の関連の調査
◯肇 璐琦, 奥田 知明 (慶應大)

P-077
大気汚染曝露評価のための統計モデル構築にお

ける機械学習手法の比較
◯山本 浩平, 坂口 淳, 辻本 昌礼, 亀田 貴之 (京都大)

P-078 大気中の超微小粒子による健康影響の論文調査 ◯堺 温哉, 伊藤 剛 (日本自動車研究所)

P-079#
異なる濃度指標を用いた環境健康影響評価

(Health Impact Assessment)に関する検討
◯尹 梦玥, 丸山 隆太, 中井 里史 (横浜国立大)

P-080
短時間ソーク後の小型使用過程車（ハイブリッ

ド車）からのVOC排出量

◯岡田 めぐみ, 舟久保 千景, 陸田 雅彦, 山﨑 実, 佐藤 友規,

柳井 孝一, 矢波 清, 我部 正志 (都環研)

P-081
自動車排出量の年減少傾向と排出規制による削

減効果
◯北山 響, 茶谷 聡 (国立環境研究所)

P-082
数値流体力学（CFD）を用いた自動車燃料タン

クからの燃料蒸発ガス排出挙動の解析

◯能村 弦太, 藤田 道也 (東京大), 秦 寛夫 (産業技術総合研

究所), 山田 裕之 (東京電機大), 戸野倉 賢一 (東京大)

P-083
2018年度版 PM2.5等大気汚染物質排出インベン

トリ更新の取り組み　1. 遡及改定の検討

◯笛木 章亘 (NTT データCCS), 森川 多津子 (日本自動車研

究所), 新田 竜太, 佐藤 厚 (数理計画), 梅崎 良樹, 小島 建太

(社会システム)

P-084

2018年度版 PM2.5等大気汚染物質排出インベン

トリ更新の取り組み　 2. PM2.5発生源プロファ

イルとBC排出量

◯森川 多津子 (日本自動車研究所), 笛木 章亘 (NTTデータ

CCS), 新田 竜太, 佐藤 厚 (数理計画), 梅崎 良樹, 小島 建太

(社会システム)

P-085

マップ調査と排出インベントリにおける固定燃

焼発生源情報の直接比較、(2)大気質モデル計算

結果

◯森川 多津子 (日本自動車研究所), 茶谷 聡 (国立環境研究

所)

P-086#
ボックスモデルを用いた乳牛舎におけるアンモ

ニア排出量の簡易推計
◯奥田 庸, 徐 懋, 松田 和秀 (東京農工大)

P-087 国内都市域における反応性窒素沈着挙動の評価 ◯秦 寛夫, 井上 和也, 林 彬勒, 恒見 清孝 (産総研)

P-088#
森林におけるエアロゾルの粒径別沈着速度評価

のための濃度勾配測定

◯大内 菜々子 (東京農工大), 反町 篤行 (東洋大), 松田 和秀

(東京農工大)

P-089#
森林におけるエアロゾルの粒径別鉛直プロファ

イルに与える吸湿性粒子成長の影響

◯村田 尚弥 (東京農工大), 反町 篤行 (東洋大), 松田 和秀

(東京農工大)

P-090
更新版 EANET 乾性沈着抵抗モデルを用いた硫

黄および窒素沈着量の推計

◯多和田 惟吹, 徐 懋, 松田 和秀 (東京農工大), 高木 健太郎

(北海道大)



P-091#
首都圏近郊山間部における渓流水を通じた微量

金属元素の流出挙動と大気沈着の影響評価(6)

◯阪口 悠宇, 大河内 博 (早稲田大), 中野 孝教 (地球研), 佐

瀬 裕之, 諸橋 将雪 (アジア大気汚染研究センター)

P-092
茨城県の富栄養湖におけるガス・エアロゾル濃

度と水質の関係性

◯堅田 元喜 (キヤノングローバル戦略研究所), 大内 孝雄

(茨城県霞ケ浦環境科学センター)

P-093
地熱発電所の環境アセスメントを効率化するIoT硫化
水素モニタリングシステムの開発

◯土屋 郷, 岡田 真帆, 平良 千鶴子, 青木 一樹 (東北緑化環

境保全), 高橋 知広, 大井 悦史, 高木 幸二郎, 有本 雄美 (株

式会社ガステック)

P-094

AIを用いた位相差顕微鏡画像解析による気中ア

スベスト繊維の迅速測定に関する基礎的検討(そ

の2)

◯山本 貴士 (国立環境研究所), 岩崎 一晴 (日本エヌ・

ユー・エス), 飯田 裕貴子, 結城 健一 (環境管理センター),

仲地 史裕, 山城 勇人 (日本エヌ・ユー・エス), 豊口 敏之

(環境管理センター), 寺園 淳 (国立環境研究所)

P-095#
ウェットデニューダーとFIAを組み合わせたSO2

測定システムの開発
◯川満 直人, 前田 夏穂, 田中 秀治, 竹内 政樹 (徳島大)

P-096
風向変動を考慮した1時間平均濃度の予測手法の

開発
◯後藤 和恭, 瀧本 浩史, 佐藤 歩, 小野 浩己 (電中研)

P-097 複雑地形上の気象モデル再現精度に関する検討 ◯小林 謙仁, 瀧本 浩史, 佐藤 歩 (電力中央研究所)

P-098#
関東領域における二次汚染物質を対象とした大

気質モデルの相互比較検証に関する研究

◯阿部 健太郎, 櫻井 達也 (明星大), 茶谷 聡 (国立環境研究

所), 山地 一代 (神戸大), 嶋寺 光 (大阪大), 板橋 秀一 (電力

中央研究所), 森川 多津子 (日本自動車研究所)

P-099

地方環境研究所の研究成果を行政的に活用して

いくためには何が必要なのか？（II）：インタ

ビュー調査による解析

◯豊永 悟史 (熊本県保健環境科学研究所), 小原 大翼 (熊本

県環境生活部), 宮崎 康平 (福岡県保健環境研究所), 古澤

尚英 (熊本県宇城保健所)

P-100
温暖化操作実験による長期高温が植物のVOC放

出量に与える影響

◯奥村 智憲 (大阪府立環境農林水産総合研究所), 小杉 緑

子 (京都大)

P-101
新しいWHOの大気汚染ガイドラインに基づいて

環境省が実行すべき諸対策
◯天谷 和夫 (元・群馬大学)

P-102
SDGｓ推進本部メンバーとしての環境省が取り

組むべき諸課題についての NGOからの提案
◯天谷 和夫 (元・群馬大学)



B会場 (移動発生源 / 固定発生源 / 排出インベントリ)

座長: 米持 真一 (埼玉県環境科学国際センター)

2B0900

世界統一試験サイクルに基づいたブレーキ粉塵

排出に対する回生協調ブレーキ制御による低減

効果の検証

◯萩野 浩之 (日本自動車研究所)

2B0915
世界統一試験サイクルに基づいたブレーキ粉塵

の排出量推計

◯森川 多津子, 萩野 浩之, 細谷 純一, 伊藤 剛 (日本自動

車研究所)

2B0930
路上走行試験による使用過程大型車からの排出

ガスの排出特性①（NOxの高排出条件の解析）

◯佐藤 友規, 陸田 雅彦, 山﨑 実 (東京都環境科学研究

所), 國領 和夫, 尾形 竹彦 (現代企画社), 秦 寛夫 (産業技

術総合研究所), 星 純也 (東京都環境科学研究所)

2B0945
タイヤ摩耗粉塵を含む非排気由来の粒子排出実

態に関する研究

◯伊藤 晃佳, 利根川 義男, 柏倉 桐子, 冨田 幸佳, 森川

多津子 (日本自動車研究所)

座長: 池盛 文数 (名古屋市環境科学調査センター)

2B1000
民間航空機ジェットエンジンからのオイルナノ

粒子の排出実態

◯伏見 暁洋 (国環研), 齊藤 勝美 (イサラ研), 藤谷 雄二

(国環研), DURDINA Lukas, ANET Julien G., EDEBELI

Jacinta, SPIRIG Curdin, ROTH Manuel (ZHAW), 竹川 暢

之 (東京都立大)

2B1015
東京五輪の交通規制による埼玉県における

NOx・NMHCの変化

◯長谷川 就一, 米持 真一 (埼玉県環境科学国際セン

ター)

2B1030
長期間（2011～2021年）の走行記録に基づく電

気自動車の特性評価
◯田中 茂, 原 朋子 (ST Partners)

2B1045
電気自動車普及による自動車排気ガスCO2 の排出
量の算出とその影響

◯田中 茂, 原 朋子 (ST Partners)

座長: 板橋 秀一 (電力中央研究所)

2B1100 薪ストーブの粒子状物質の排出原単位の把握 ◯丹羽 忍 (北海道立総合研)

2B1115
VOC排出量の経年変化の要因解析とモデル入力

データの構築
◯茶谷 聡, 北山 響 (国立環境研究所)

2B1130
アジアにおける近年のエネルギー・農業起源メ

タン排出量の推計
◯黒川 純一, 桐山 悠祐 (アジア大気汚染研究センター)

2B1145
使用過程における電気自動車の電費計測につい

て

◯陸田 雅彦, 山﨑 実, 佐藤 友規, 柳井 孝一, 我部 正志,

矢波 清, 小谷野 眞司, 星 純也 (都環研)

C会場 (輸送・拡散 / 数値解析・モデリング / 地球環境 / 気候変動関連)

＜第２日目　９月１５日（木）　午前＞



座長: 猪股 弥生 (金沢大学)

2C0900 森の中の大気汚染物質の輸送・拡散
◯市川 陽一, 森 雄平, 大花 直也, 鍬口 億登, 田中 紘太

郎 (元・龍谷大), 毛利 英明, 守永 武史 (気象研究所)

2C0915
成層形成場における非等方乱流モデルを用いた拡
散解析

◯佐々木 岳, 米田 次郎 (三菱重工業)

2C0930
建屋・地形の複合影響を考慮した排ガス拡散予

測
◯後藤 和恭, 瀧本 浩史, 佐藤 歩, 小野 浩己 (電中研)

2C0945
IMPACTモデルの福江島とタスマニア島におけ

るエアロゾル溶存鉄の観測データを用いた評価
◯伊藤 彰記, 宮川 拓真 (海洋研究開発機構)

座長: 森野 悠 (国立環境研究所)

2C1000
VOC濃度と個別成分割合の再現性によるオゾン

濃度計算値への影響

◯茶谷 聡 (国立環境研究所), 國分 優孝, 高橋 和清, 星

純也 (東京都環境科学研究所)

2C1015

地熱発電所を対象とした着氷予測モデルの開発 -

山間部における拡散パラメータの最適化に向け

た検討-

◯瀧本 浩史, 佐藤 歩, 小林 謙仁 (電中研)

2C1030
気温上昇が黄砂の発生と輸送に与える影響に関

する研究

◯仲矢 光, 弓本 桂也, 原 由香里 (九州大), 梶野 瑞王 (気

象研究所)

2C1045
インド北部の藁焼きがもたらす大気環境への影

響評価

◯山地 一代 (神戸大), 林田 佐智子 (地球研/奈良女子

大), 梶野 瑞王 (気象研)

座長: 南齋 勉 (静岡理工科大学)

2C1100
テンゲル砂漠大気中に観測されたバックグラウ

ンド硝酸塩

WU Feng, HU Tafeng, CAO Junji, GUO Xiao, LI Guohui,

ZHANG Ting (Institute of Earth Environment, CAS, China),

YANG Yikun, ZHAO Chuanfeng (Beijing Normal

University, China), ◯張 代洲 (熊本県立大)

2C1115
北海道におけるゼロクロッシング日数の変化と

適応策

◯野口 泉, 鈴木 啓明, 濱原 和広, 山口 高志, 長谷川 祥

樹, 三上 英敏, 芥川 智子, 小野 理 (北海道立総合研)

2C1130
リモートセンシングによる地表面温度と地上測

定気温の比較
◯久恒 邦裕 (名古屋市環境科学調査センター)

2C1145
自由対流圏における氷晶核濃度−2021年夏季の富

士山頂における観測

◯村田 浩太郎, 米持 真一 (埼玉県環境科学国際セン

ター), 大河内 博 (早稲田大), 鴨川 仁 (静岡県大)

D会場 (測定技術 (一般) / 室内環境 / 沿道環境 / 都市・地域)

座長: 鶴丸 央 (東京都環境科学研究所)

2D0900 GPSゾンデとドローンの気象観測結果の比較
◯佐藤 久成, 笹川 健一, 小野寺 孝典, 江目 順一 (東北緑

化環境保全)



2D0915
機械学習による光散乱式PM2.5粉じん計の精度

向上とIoT化によるPM2.5の遠隔監視
◯小山 翔, 霜村 浩一, 齋藤 恒生 (柴田科学)

2D0930 福岡都市圏と福江島でのNH3の季節変化

◯鵜野 伊津志 (九州大), 板橋 秀一 (電力中央研究所),

山村 由貴, 中川 修平 (福岡県保健環境研究所), 弓本 桂

也 (九州大), 櫻井 達也 (明星大)

2D0945

車室内化学物質のスクリーニングに関する研

究：パッシブサンプラーによる研究（その３） -

POD Samplerのアクティブサンプリング法との相

関性に関する評価-

◯星野 邦広 (ENVサイエンストレーディング), 達 晃一

(いすゞ自動車/静岡県立大), 徳村 雅弘 (静岡県立大), 榎

本 剛司 (日本電子)

2D1000

エアゾールスプレーで散布された殺虫剤の室内

挙動予測のための数値流体力学を導入した

Fugacityモデルの開発

◯田中 沙由利 (住友化学/東京大), 的場 好英 (住友化

学), 近藤 裕昭 (産業技術総合研究所), 井原 智彦 (東京

大)

座長: 萩野 浩之 (日本自動車研究所)

2D1015
路線バスの窓の開け方による換気効果の違い～

小型CO2センサーによる多点測定～
◯樋口 直己, 三阪 和弘, 長宗 寧 (グリーンブルー)

2D1030
タイヤゴム成分の分析結果を利用した幹線道路

周辺におけるPM2.5の発生源寄与割合の推計

◯高橋 克行, 柴崎 みはる, 吉村 有史 (日本環境衛生セ

ンター)

2D1045 自動車排出ガス中のアンモニアに関する研究 ◯齊藤 伸治, 鶴丸 央, 陸田 雅彦 (都環研)

2D1100
自動車交通量と人流の抑制は都市大気の NH3濃

度低下に寄与するか？

◯長田 和雄 (名古屋大), 齋藤 伸治, 鶴丸 央 (都環研), 板

橋 秀一 (電中研)

2D1115
トンネル内での測定による車からの水素排出検

討
◯加藤 俊吾, 佐々木威 (都立大)



A会場 (光化学オキシダント)

座長: 梶野 瑞王 (気象研究所)

3A0900

長期大気質シミュレーションに基づく関西・関

東地方のオゾン経年変化要因の解析：基準年に

おける大気質モデル再現性

◯嶋寺 光 (大阪大), 茶谷 聡 (国環研), 荒木 真 (大阪大),

入江 仁士 (千葉大), 板橋 秀一 (電中研)

3A0915
長期衛星計測を活用した東アジア域のオゾン感

度レジームの推移

◯板橋 秀一 (電中研), 入江 仁士 (千葉大), 嶋寺 光 (大阪

大), 茶谷 聡 (国環研)

3A0930
前駆物質排出削減による地表オゾン濃度の年代

別変化傾向～モデル予測と実測の整合性検討～
◯井上 和也 (産総研)

3A0945
20kmメッシュオゾン暴露削減効率分布の推定と

その変動要因

◯井上 和也 (産総研), 定永 靖宗 (大阪公立大), 梶井 克

純 (京都大)

座長: 茶谷 聡 (国立環境研究所)

3A1000
大気O3の環境影響評価に向けたモデルバイアス

補正手法の検討
◯森野 悠, 木村 知里, 永島 達也 (国環研)

3A1015
関東地域におけるオゾン生成と感度レジーム指

標の関係

◯速水 洋, 大河内 博 (早稲田大), 和田 龍一 (帝京科学

大), 渡辺 幸一 (富山県立大), 米持 真一 (埼玉県環境科

学国際センター)

3A1030
大気シミュレーションを用いた光化学オキシダ

ントに対する発生源寄与解析
◯伊藤 晃佳, 森川 多津子 (日本自動車研究所)

3A1045
模擬大気を用いたスモッグチャンバー実験での

NOxおよびVOCに対するオゾン生成感度

◯佐藤 圭 (国環研), 宮武 宏輔 (京都大), 森野 悠 (国環

研), 坂本 陽介 (国環研/京都大), 今村 隆史 (国環研/都環

研), 定永 靖宗 (大阪公立大), 梶井 克純 (国環研/京都大)

座長: 坂本 陽介 (京都大学)

3A1100
光化学オキシダントにおける気象要因を調整し

た経年変化の検討				

◯山神 真紀子, 久恒 邦裕 (名古屋市環境科学調査セン

ター), 長田 和雄 (名古屋大), 北田 敏廣 (豊橋技術科学

大)

3A1115 日本域オゾン季節変動の長期変化

◯河野 なつ美 (国環研/農研機構), 永島 達也, 菅田 誠治

(国環研), 原 政之 (気象庁), 板橋 秀一 (電中研), 茶谷 聡

(国環研)

3A1130
諸外国の光化学オキシダント対策に関するレ

ビュー(第4報)

◯蓮沼 英樹 (環境情報科学センター/兵庫医科大),

MARTINEZ RIVERA Liliana (法政大), 小林 弘里, 会津

賢治, 大島 一憲, 渋谷 潤 (環境情報科学センター), 板野

泰之 (大阪市立環境科学研究センター), 茶谷 聡 (国立環

境研究所), 長谷川 就一 (埼玉県環境科学国際センター),

山神 真紀子 (名古屋市環境科学調査センター), 星 純也

(東京都環境科学研究所)

3A1145
ケヤキの苗木と成木の個葉におけるオゾン吸収

速度とそのモデル解析

◯中寺 美月, 遠藤 渉, 大井 菜ノ香, 八木田 彩乃, 伊豆田

猛, 渡辺 誠 (東京農工大)

＜第３日目　９月１６日（金）　午前＞



B会場 (植物影響)

座長: 米倉 哲志 (埼玉県環境科学国際センター)

3B0900
クロガネモチとシラカシの葉面BC粒子沈着量の

季節変化とその決定要因

◯藁谷 知輝, 高橋 慶, 太田 丹理 (東京農工大), 佐瀬 裕

之 (アジア大気汚染研究センター), 村尾 直人, 深澤 達

矢, 山形 定 (北海道大), 高田 秀重, 渡辺 誠, 伊豆田 猛

(東京農工大)

3B0915
コシアブラ新芽への放射性セシウム蓄積に関す

る研究

◯玉置 雅紀, 越川 昌美, 渡邊 未来, 山川 茜, 高木 麻衣,

林 誠二 (国立環境研究所)

3B0930
水ストレス条件下におけるブナの遺伝子発現解

析

◯武田 麻由子, 丸山 朋見 (神奈川県環境科学センター),

青野 光子 (国立環境研究所)

3B0945
イネ品種コシヒカリにおけるオゾン耐性の遺伝

的・生理的メカニズム

◯青野 光子 (国環研), 迫田 和馬 (東京大), 中嶋 信美 (国

環研), 橋田 庸一 (高崎健大), 矢守 航 (東京大), 大政 謙

次 (高崎健大)

座長: 山口 真弘 (長崎大学)

3B1000
樹液流の測定高度の違いがスギ成木のオゾン吸

収量の推定に与える影響

◯東海 創太, 田中 亮志, 松田 和秀, 伊豆田 猛, 渡辺 誠

(東京農工大)

3B1015
チンゲンサイの収量と品質に対するオゾンと施

肥の単独および複合影響

◯遠藤 ゆりの, 布施 剛, 張 雅卓 (東京農工大), 米倉 哲

志 (埼玉県環境科学国際センター), 渡辺 誠, 伊豆田 猛

(東京農工大)

3B1030
都市緑化樹10種の葉のオゾン吸収量の季節変化

と樹種間差異に関する実験的研究

◯大井 菜ノ香, 八木田 彩乃, 藁谷 知輝, 遠藤 渉, 渡辺

誠, 伊豆田 猛 (東京農工大)

3B1045
植物にオゾン耐性を付与する新規遺伝子の解析

（4）

佐治 章子, ◯佐治 光 (国立環境研), 小野 公代, 小野 道

之 (筑波大), 中嶋 信美, 青野 光子 (国立環境研)

座長: 武田 麻由子 (神奈川県環境科学センター)

3B1100
異なる生育段階におけるオゾン暴露が水稲（コ

シヒカリ）の収量に及ぼす影響

◯米倉 哲志, 王 効挙, 三輪 誠 (埼玉県環境科学国際セ

ンター)

3B1115
オゾン耐性の異なるインゲンマメ2品種の葉にお

ける抗酸化物質量とその還元能力の違い

◯山口 真弘, 太田 みわ, 鈴木 つづり (長崎大), 米倉 哲

志 (埼玉県環境セ), 河野 吉久 (電力中央研)

3B1130 高濃度CO2に対するコマツナの成長応答
◯山口 真弘, 橋口 佑菜, 藤川 あかり, 村山 咲乃, 宮口

光太 (長崎大)

3B1145
高濃度オゾン・高温・高濃度CO2環境下のコマ

ツナの収量予測モデルの開発

◯黄瀬 佳之, 山中 くるみ, 渡壁 佳子, 茂手木 悠樹 (山梨

大), 橋口 佑菜, 藤川 あかり, 村山 咲乃, 宮口 光太, 山口

真弘 (長崎大)

C会場 (酸性雨 / 沈着 / 東アジア)

座長: 佐藤 啓市 (アジア大気汚染研究センター)



3C0900
イルクーツクの降水化学（1）：pHとその決定

因子
◯原 宏 (東京農工大), 大原 信 (電力中央研究所)

3C0915
イルクーツクの降水化学（2）：SO42-, Ca2+な

どの洗浄比とその降水化学
◯原 宏 (東京農工大), 大原 信 (電力中央研究所)

3C0930
イルクーツクの降水化学（3）：「化学気候学」

としての意義
◯原 宏 (東京農工大)

3C0945
日本海側の森林集水域における季節性越境大気

汚染の緩衝プロセス

◯佐瀨 裕之 (アジア大気汚染研), 齋藤 辰善 (新潟県/新

潟大), 中田 誠 (新潟大), 山下 尚之 (森林総研), 猪股 弥

生 (金沢大), 大泉 毅 (アジア大気汚染研)

座長: 反町 篤行 (東洋大学)

3C1000
千葉県における粒子・降水中のnss-SO42-、NO3-

濃度の低下について
◯横山 新紀 (千葉県環境研究センター)

3C1015
都市及び森林地域から流出するSO42-、NO3-イ

オン濃度の低下傾向
◯横山 新紀 (千葉県環境研究センター)

3C1030
東京郊外の森林におけるプロファイル観測に基

づくNH3双方向交換モデルの改良
◯徐 懋, 松田 和秀 (東京農工大)

3C1045
乾性沈着推定法の時間分解能調整による東アジ

ア地域における窒素大気沈着量評価

◯伴 聡美 (日本環境衛生センター), 松田 和秀 (東京農

工大), 大泉 毅 (アジア大気汚染研究センター)

座長: 渡辺 幸一 (富山県立大学)

3C1100

森林における硝酸ガスおよび硝酸塩の乾性沈

着：林上および林床における濃度勾配観測

（２）

◯武 照杰, 徐 懋 (東京農工大), 佐瀨 裕之 (アジア大気

汚染研究センター), 反町 篤行 ( 東洋大), 松田 和秀 (東

京農工大)

3C1115 ラドンを用いた森林におけるガス交換測定
◯反町 篤行 (東洋大/東京農工大), 松本 涼太, 松田 和秀

(東京農工大), 高木 健太郎 (北海道大)

3C1130
バンコク首都圏におけるPM2.5成分の特徴と発

生源解析

◯佐藤 啓市, 霍 銘群, 黒川 純一 (アジア大気汚染研究セ

ンター), 高橋 司 (新潟県保健環境科学研究所), 箕浦 宏明

(アジア大気汚染研究センター/名古屋商科大)

3C1145 EANETのスコープ拡大と将来展望
◯山下 研, 朱 美華 (アジア大気汚染研究センター), 青

正澄 (横浜市大)

D会場 (動物影響・毒性評価 / 疫学・リスク評価 / 粒子状物質2 (現象解明・事例解析))

座長: 上田 佳代 (北海道大学)

3D0900 エージング粒子の気液界面細胞曝露手法の確立 ◯藤谷 雄二, 古山 昭子, 鈴木 剛 (国立環境研究所)



3D0915
気液界面細胞曝露法によるディーゼル排気の

Nrf2活性とAhRアゴニスト活性評価
◯鈴木 剛, 道中 智恵子, 古山 昭子, 藤谷 雄二 (国環研)

3D0930
気液界面細胞曝露法による粒子酸化ストレス誘

導活性評価のための細胞評価系作製
◯古山 昭子, 藤谷 雄二, 鈴木 剛 (国立環境研究所)

3D0945
ディーゼル排気粒子のリンパ節への移行・蓄積

に関する樹状細胞の役割

◯小野寺 章, 下村 拓也, 小早川 遙香, 越智 博久, 河合

裕一 (神戸学院大)

座長: 古山 昭子 (国立環境研究所)

3D1000

気液界面培養下の気道上皮細胞による健康影響

評価法の検討　-線維芽細胞共培養が炎症関連遺

伝子発現におよぼす影響-

◯伊藤 剛, 村木 直美, 田村 久美子 (日本自動車研究所),

石井 幸雄 (茨城東病院), 酒井 康行 (東京大), 渡邉 肇 (大

阪大), 高野 裕久 (京都大)

3D1015

気液界面培養下の気道上皮細胞による曝露影響

評価法の検討 －ヒト肺胞上皮細胞株とラット肺

組織の炎症関連遺伝子発現の比較－

◯村木 直美, 伊藤 剛, 田村 久美子 (日本自動車研究所),

石井 幸雄 (茨城東病院), 酒井 康行 (東京大), 渡邉 肇 (大

阪大), 高野 裕久 (京都大)

3D1030
インジウム・スズ酸化物ナノ粒子の体内動態に

及ぼすサイズ効果

◯田中 昭代, 松村 渚 (九州大), 田中 佑樹, 小椋 康光 (千

葉大), 古閑 一憲 (九州大/自然科学研究機構), 白谷 正治

(九州大), 長野 嘉介 (長野毒性病理コンサルティング)

3D1045
新型コロナウイルス感染拡大期における大気汚

染と喘息発作との関連
◯島 正之, 余田 佳子, 蓮沼 英樹 (兵庫医大)

3D1100
航空機由来超微小粒子に関連する健康リスクの

推定

◯上田 佳代, XERXES Seposo (北海道大), 伏見 暁洋, 藤

谷 雄二 (国立環境研究所), 竹川 暢之 (東京都立大)

座長: 中山 智喜 (長崎大学)

3D1115
GC-MS/MSを用いた粒子径別捕集試料中のタイ

ヤ含有有機物分析

◯池盛 文数 (名古屋市環境科学調査センター), 大河内

博 (早稲田大), 畑 光彦, 古内 正美 (金沢大)

3D1130

炭素同位体と有機トレーサー成分を用いたバイ

オマス燃焼粒子の越境輸送によるPM2.5高濃度

イベント解析

◯池盛 文数 (名古屋市環境科学調査センター), 南 雅代,

中村 俊夫, 北川 浩之 (名古屋大), 高橋 浩 (産総研), 浦西

克維 (奈良県), 秋山 雅行, 芥川 智子, 大塚 英幸 (道総

研), 逸見 祐樹 (山形県), 吉田 勤 (札幌市), 菅田 誠治 (国

環研)

3D1145
堺市での大気エアロゾル土壌成分(Al,Ca)の長期

観測結果
◯伊藤 憲男, 溝畑 朗 (大阪公立大)




